
このような点から,｢やむ｣｢おわる｣の分析も ｢や

める｣｢おえる｣の分析に寄与するところがあるか もし

れない｡しかし,本稿では扱えなかった｡

食後に,本稿で明 らかになった点をまとめ.｢やめ

る｣｢よす｣｢おえる｣の意発案を示したい｡

｢やめる｣:NPlか NP2ヲ

NPlには有性物.NP2には動作性名

詞がたつ｡ただし,NP2は肋作性名

詞でなくても,動作的な読み込みが

できる場合は可能である｡

くNPlがNP2の行為を完結する前に中

止する〉

また.NP2に役職名等をとり｢辞職｣

を表す｡

｢よす｣: NPlガ NP2ヲ

NPlには人間,NP2には劫作性名詞

がたつ｡ただし,NP2は動作性名詞

でなくても,動作的な読み込みがで

きる場合は可能である｡

くNPlがNP2の行為を開始する前に中

止する)

｢おえる｣:NPlか NP2ヲ

NPlには人間,NP2には期間あるい

は行為を示し完結性名詞がたつ｡

(NPlがNP2で示される行為をするこ

とによって,その行為が必要とする

期間を過ごす〉

く注1〉 ただし.次のような慣用的な表現の場合I

は,｢ない｣が後接 していても,柴EE]踊1979.p.152

で述べられているように,否定の意味がないので

適格である｡

i) そんなことは よさないか｡

く注2) ただし,次のような例はよさそうである｡

i) 繁華客船が 世界一周の旅を おえる｡

この場合は,人間が操作するという意識が弱い

のかもしれない ｡

(注3〉 ｢中断｣という概念に行為の再開の可能

性は含意させないことにする｡

言語経歴 :1958年11月 東京都豊島区生 3

歳一 埼玉県朝霞市

(東京都立大学大学院学生)

やる ･する

｢やる｣は,｢や りもらい｣動詞として意放されるこ

とが多い｡この語について森田1977に分析例があがっ

ているが,ここでは,｢やる｣と｢する｣が頼義となる

ところに焦点をあてることにする｡

(1) 小鳥に 餌 を やる｡

(2)お前に 財産を やる｡

｢やる｣は餌なり,財産なりを,対象のものに与える

意を表している｡これが ｢や りもらい｣動詞としての

｢やる｣の意味である｡つまり,与える側から与えられ

る側-,物や目に見えない所有権のようなものが移動

することである｡

(3) 噴火は 人々を 島から 追いやった｡

｢追いやった｣は,せ きたてられるように人々が島を

離れたことを表している｡｢追い｣によって,せきたて

られるような気持が表わされているのであり,｢やる｣

が,人々を島から,移動 して遠ざからせるということ

中 本 正 智

を衷している｡その原因となった噴火は島側にあり.

つねに ｢やる｣の後方にあるということも大事な要素

となっている｡

ところが,｢やる｣には,あるものの移動のほかに,

次のようなものもある｡

(4) 勉強を やる｡

この例では,rやる｣は移動することを表すのでなく,

ある事を行なう意を表している｡これは,

(5) 勉強を する｡

と,ほぼ同じ意味を表すことになる｡

一方,｢する｣は,ある事を行なう意のほかに,用法

が広がっている｡

(6) お前を 仲間に する｡
1しIi

(7) 潮を 其水に する｡

(8) ぼ くは ビールに する｡

(9) 欠伸 を する｡
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｢仲間にする｣における ｢する｣は,人間関係のあり

かたに変化をもたらすことであり,これは｢潮｣を｢真

水｣に変えるのと同じ意味を表している｡(8)は,欽む

のにビールを選択したということであり,(9)は,欠伸

という自然現象が起こることを表している｡

こうみてくると,｢やる｣と ｢する｣は,互に重なっ

ている部分と重ならない部分を持つことになる｡

ここでは.ある事を行なうという意味で重なってい

る ｢やる｣と ｢する｣について,その差異に焦点をあ

てて分析することにしたい｡

ある事を行なうという意味特徴を表すとき.｢やる｣

と ｢する｣は類義語として盈なってくるのだが,それ

にしてもまったく同じ意味を表すわけではない｡それ

は,次の例をみてもわかるだろう｡たとえば,合格発

表の掲示を前に,そこに自分の名前を認めて,

(10 ヤッタ,ヤッターツ/././
と歓声をあげる｡この風紫は年中行事のようにみて

きたおなじみのものだが,これは ｢やる｣ということ

ばをつかって,自分の気特をよく表現しているといえ

る｡これを ｢する｣をつかって,シターツ./ とは言

えないし,言ったところで,ヤッタのような迫力は出

てこないだろう｡

この例からわかるように,｢やる｣と ｢する｣は,類

義語で重なっている部分があるが,重なっているとこ

ろでも,その用法に差があるといわねばならない｡い

ったい,どこがどうちがっているのであろうか｡

まず ｢する｣についてみると,その意味はいろいろ

に現れる｡

(1】) 彼は一日中 仕事を する｡

(Ia 彼に あいさつを する｡

(13 泣いて 目を 共赤に する｡

(川 六十点以上を 合格と する｡

この例をみてわかるように,文型によって意味の現

れかたがちがう｡

｢～をする｣と｢--に-をする｣においては,ある

事を行なう意が現れ,｢-･･･を一にする｣では,｢を｣

格に立つ ものを変化させることを表し,｢--･を～と

する｣では.ある基準を設けて.物事を判断処理する

ことを表している｡

このような ｢する｣の意味のうち,｢やる｣と重なる

のは,前者 ｢～をする｣と ｢･--に～をする｣であっ

て,

(15) 彼は一日中 仕事を やる｡

(16) 彼に あいさつを やる｡

と言うことが可能であるし,

(17) 泣̀いて 日を 真赤に やる｡

(18)x六十点以上を 合格と やる｡

と言うことが不可能である｡

このような用法の差から,｢やる｣が ｢する｣と類義

の関係を結ぶのは,ある事を行なう意の場合に限られ

ているということがわかる｡

では,ある串を行なう意が現れる｢～をする｣(また

は ｢～がする｣)という文型について,｢する｣をすべ

て ｢やる｣に置き換え可能であるかというと,かなら

ずLもそうではない｡

(19) 十二月から 暖房を する｡

(細 今年も 学級委月を する｡

Cl) 寒くなると 手袋を する｡

¢2) テレビを見すぎて 居眠りを する｡

¢カくしゃみを する｡

朗めまいが する｡

この例文の順序は,｢する｣で表わされる行為が,忠

志的なものから,順次,無意志的なものへ,つまり,

生理的に喚起されるものへと並べてみたものである｡

暖房をすることは,財政ともかかわって一般的に意

志的行為であり,学級委月をすることは,その役職に

意志的につくことであり,手袋をすることは意志的に

ある状態に身を置くことである｡居眠りをするのは,

意志的な場合もあるし,無意志的な場合もあるが,｢テ

レビを見すぎて｣という文脈では,無意志的とみてよ

いだろう｡あとのくしゃみやめまいは,生理現象であ

って,無忠志的に喚起されるものである｡

そこで,同じ文例をつかって,｢する｣を｢やる｣に

置き換えてみる｡

㈹十二月から 暖房を やる｡

¢6) 今年も 学級委月を やる｡

¢7) 寒くなると 手袋を やる｡

朗xテレビを見すぎて 居眠りを やる｡

位9メくしゃみを やる｡

(30rめまいが やる｡

つまり,無意志的に生理現象として喚起される行為

には,｢やる｣をつかうことができない｡

そこで,｢する｣と｢やる｣の意味の差異が明確とな

った｡

｢する｣が,行為や変化,そして基準による判断処理

や状態など.広い意味領域に用いられるに対し,｢や

る｣は,｢する｣と類義の関係を結ぶときには行為だけ

に限って用いられ,しかもその行為は意志的なものに

用いられるということである｡

｢やる｣が意志的にある事を行なうという意味をもっ
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ている語であることがわかってみると,光にあげた合

格発表風紫での,ヤッタ,ヤッタ-ツ/// という歓

声が,シタ (為た)ではしまらないことが,さらによ

く理解できるのである｡一年l札 努力してきた受験地

強は苦難に満ちてはいるが,そこには強い忠志が働い

てきたのであり,その総仕上げの結果がヤッタの中に

込められているのである｡スポーツ選手などが,か ソ

ツポーズをして,ヤッタともらすことばも.これと同

灘のものであるO

そういえば,昨年あたリーテレビの世界で ｢やらせ｣

ということが問題となっていた｡これは,情報公害と

いうべ く.八百長的なもので.あたかも臼然の事実の

ように事前に当事者と相談 して.あることをやらせて

しまうことで,これを見せ られる視聴者は,たまった

ものではない｡

この ｢やらせ｣という言葉も,強い意志というより,

作為が強 く働いていることを表すのにふさわしいもの

であった｡これを ｢させ｣といったのでは,作為的な

意味を含めることはできない｡

そして,強い意志は,周囲の人々の/jt特を庄 Lつ.;.･

すことになり,悪意に満 ちた行為となる｡

(31) かたっぱLから やっちまえ｡

となると, もはやそこは無法の情況を呈することに

なる｡

｢やる｣のもっている強い意志性が,この語を,｢や

り手,や り口,や り込める｣など,マイナスイメージ

の意味-と転化させていく理由も,よく理解きれるの

である｡

言語経歴 :1936年 1月 沖縄県玉城相生｡

1961年 4月 雑京都･埼三に粍在住｡
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